
 

 

 

 

 

 

 ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ・Ⅲ 

授業概要 

組織、なかでも企業組織は、現代社会における基本的な構成要素の一つ

です。経営組織論という研究分野は、企業組織の構造のありかたや、外部

環境に対する戦略的行動、組織の中で働く個人のモチベーションやリーダ

ーシップ、集団の心理やコミュニケーションなどを対象に、それらを分

析・説明するための理論体系を構築してきました。このゼミナールでは、

経営組織論、および関連する経営学諸分野で考えられてきた理論と分析手

法とを習得しつつ、それらをツールとして実際の企業活動にあてはめて分

析してみる実践を通じて、企業活動に対する深い洞察をできるようになる

ことを目的としています。 

ゼミナール I では、企業の組織や戦略を外部から観察するための有用な

ツールである、経営分析の手法について学びます。基礎的な財務指標の読

み方や戦略分析フレームワークの使い方をテキストの輪読で学び、そのう

えで、実際の企業を対象とした分析を行ってグループで発表してもらう活

動が中心となります。 

ゼミナールⅡ・Ⅲでは、経営組織論あるいは関連する経営学諸

分野の理論を用いた実証研究と、企業と共同で実施するプロジェ

クトとを隔年で実施します。 

2024 年度は、参加人数にもよりますが、経営学の理論あるいは

経営学で使われる統計分析・プログラミングの基礎を学習し、そ

れを応用して現実の事象を分析する活動を行います。文献の輪読

を土台としつつ、研究テーマの選定、仮説構築、データの収集と

分析、考察、という一連の研究の流れを実践します。成果報告の

場としては、他大学との合同ゼミを想定しています。 

2025 年度は、企業と合同でのプロジェクトを実施します。メー

カーとの商品企画や、特定の企業が抱える課題への解決策立案を

行い、企業へのプレゼンテーションを行うことを想定していま

す。 

授業の到達目標 

・企業の戦略分析に用いられるフレームワークを理解し、実際の企業にあ

てはめて考えることができるようになる。 

・財務指標を解釈し、それを用いて企業経営の基礎的な分析ができるよう

になる。 

・経営学、とくに経営組織論の研究の方法を習得し、現実の事象

を分析・考察できるようになる。 
・企業が直面している課題を理解し、その解決策を提案する力を

養う。 
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講義内において適宜提示します。 

成績評価方法 

（評価基準・割合） 

平常点評価 100%  

各回のグループワークおよび討議への関与を重視します。 

平常点評価 100%   

各回のグループワークおよび討議への関与を重視します。 

備考・関連 URL 等   

 

テーマ名称 担任者氏名 開講形態 使用言語 
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